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700 文武4 2.19 越後、佐渡二国に磐舟柵を修理させる（佐渡国の初見）。［続日本紀］
701 大宝元 8.21 佐渡に蝗害、風害があり、秋の収穫が出来なかったと申し出る。［続日本紀］
709 和銅2 7.13 越前、越中、越後、佐渡より舟百艘を征狄所（出羽柵）へ送る。［続日本紀］
711 和銅4 4.5 佐渡が飢饉のため、金品が施される。［続日本紀］





737 天平9 3.3 疫病終息祈念のため、国ごとに釈迦仏像・挾侍菩薩を造らせ、大般若経を写させる。
［続日本紀］
740 天平12 6.19 国ごとに法華経を写させ、七重塔を建てさせる。［続日本紀］
741 天平13 2.14 勅願により、諸国に国分寺、国分尼寺を建てさせる。［続日本紀］
8.15 6月から8月にかけて霖雨のため、佐渡の租調庸が免除される［続日本紀］
743 天平15 2.2 佐渡国を越後の国へ合併する。［続日本紀］




759 天平宝字3 1.2 外従五位下生江臣智麻呂、佐渡守となる（佐渡国司の初見）。［続日本紀　二十二］
764 天平宝字8 8.22 佐土国々分寺に金光明最勝王経、法華経を施納する。（佐渡国分寺の初見）［正倉院文
書］
768 神護景雲2 3.1 越後の国が支弁する佐渡国造国分寺料を中止し、佐渡の田祖をさいてその用度に充てる
ことを請願する。［続日本紀］
770 宝亀元 以後、造寺奨励の記事がみえなくなる。
785 延暦4 11.8 能登守従五位下三国真人広見、誣告に座して佐渡へ流される。［続日本紀］
792 延暦11 6.7 辺要である陸奥・出羽・佐渡と大宰府以外の軍団が廃止される。［類聚三代格］
802 延暦21 1.13 越後国から米10,600石、佐渡国から塩120石を出羽国雄勝城へ送り鎮兵の糧とする。
［日本紀略］
809 大同4 2.24 佐渡、隠岐両国に掾一人を置く。［日本後紀］
820 弘仁11 4 佐渡国、正税四万束、公廨八万束、国分寺料一万束。［弘仁式　主悦］
830 天長7 11.15 佐渡、志摩など11国に国博士及び医師を置く。［類聚三代格　］
834 承和元 11.5 佐渡国3郡の人々が、国守嗣根の非法を太政官に訴える。［政事要略］
11.23 佐渡国に郡司の他に正員外の権員を置くことが許可される。［続日本後紀］
835 承和2 8.1 前年の風雨の害による飢饉と伝染病の良好のため佐渡国に多数の死者が発生し、賑給を
行う。［続日本後紀］
844 承和11 11.15 佐渡国解により国分二寺僧尼の度縁戒牒を国庫に納めさせる。（佐渡国分尼寺の初見）
［類聚三代格三　国分寺事］
865 貞観5 6.17 越中、越後等で大地震が起きる。
869 貞観11 陸奥国地大震動。…城倉庫。門櫓墻壁。落顛覆。［日本三代実録］
870 貞観12 潤清。長焉。眞平等。才長於造。預陸奥国修理府造事。［日本三代実録］
871 貞観13 5.10 「佐渡国の兵庫震動す」との報告が出される。［日本三代実録］
877 元慶元 12.21 佐渡国と能登国に始めて検非違使を置く。［日本三代実録］
878 元慶2 9.2 佐渡国に国掌2人を置く。［日本三代実録］
879 元慶3 12.15 佐渡国雑太団の権校尉を殺害した浪人高階真人利風を遠流とする。［日本三大実録］
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201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 不明 
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断面形 長 幅 深 備考
1020 70 配石遺構
450 380
半円状 2660 50 28
弧状 424 170 18
台形状 160 150 10
未掘 250 70
？ 115 50 65
弧状 56 53 11
弧状 80 59 24
弧状 62 48 16
台形状 75 61 14
未掘 33 32
未掘 55 42
台形状 52 50 10
未掘 31 28
150 140
種別 № グリッド トレンチ 平面形
SX 2 M19-19.20.24.25、L19-4.5.9.10.14.15.19.20 H16 1T
SX 4 Q19-13.14.15.18.19.20 H16 1T、5T
SD 1 M6-13～K6-23 7T、7T-N.S
SX 1 L9-23.24、L9-2.3.4 8T 不整形
SX 1 L9-4.5 9T 不整形
SX 2 M9-23.24、L9-3.4 9T 楕円形
SK 1 L8-4 9T 楕円形
SK 2 L9-1 9T 円形
SK 3 M7-23.24、L7-3.4 9T 楕円形
SK 4 M7-24、L7-4 9T 楕円形
SK 5 L7-4.5 9T 楕円形
SK 6 L7-5 9T 円形
SK 7 M7-25 9T 楕円形
SK 8 M8-21、L8-1 9T 円形
SK 9 L8-1 9T 円形
SX 1 L7-3 9T
遺構観察表
SK 7 L19-7.12.13 1T 円形 台形状 110 103 39
SK 8 L19-17.22 1T 円形 未掘 95 70
SK 9 L19-2 1T 円形 未掘 72 52
SK 1 L18-10、L19-6 3T-b 円形 台形状 30 80 22
SX 3 O19-14.15.19.20.24.25、N19-4.5 H16 1T 655 250 配石遺構
SK 1 O19-7.12 5T 円形 弧状 40 40 6
SK 2 O19-12.13 5T 楕円形 弧状 85 44 5
SK 3 O19-12 5T 方形 ？ 110 95 46
SK 4 O19-12 5T 円形 台形状 38 35 10






続 備考外縁 数 調整 数 叩
幅 文様
6 10 6 還元／軟質 ― 縄 I
7 15 6 堅緻 ― 縄 I
8 還元／硬質 I
8 還元／硬質 30×23 ― 縄 I
8 （7） （4） 還元／硬質（18×21） II
8 還元／硬質 9 縄 III 瓦当側：縄
7 12 5 還元／軟質 I
8 5 5 圏線 還元／硬質 I
6 5 3 圏線 還元／硬質（18×15） ― 縄 III
8 還元／硬質（30×30） II
8 8 5 圏線 還元／硬質 22×25 8 縄 II 瓦当裏・側：縄
8 10 5 還元／硬質 16×19 III 瓦当側：叩
8 10 6 還元／軟質 I
6 4 2 堅緻 15×17 III
6 堅緻 IV
6 10 3 堅緻 （15×12） III
6 還元／硬質 IV
6 還元／軟質（18×21） 瓦当：布目
6 4 3 還元／硬質 III
6 酸化／軟質 III
（6）（15） （1） 酸化／軟質 III
6 4 3 酸化／軟質 III
6 5 1 還元／軟質 III
4 10 5 圏線 酸化／軟質 III
6 4 還元／軟質 III
9 5 還元／硬質 I











数 弁長 弁幅 弁数
方
向高
1 1 H16-2TK22-10 包含層（180） 10 57 11 53（1230）1
2 2 地点不明（山本家） 175 54 12 （100） 37（2290）1
3 3A H17-7TN-11 56 185 10 58 12 （90） 35（2130）1
4 3B H8-B区 190 12 57 15 365 26 4110 1








165 23 50 13 24 （390）2
7 5A H16-2TK21-10 包含層（180） 50 10 46 （870）1
8 7 H8-B区Kg II層 （170） 20 55 23 22 （590）2
9 8 地点不明（山本家） （170） 20 52 22 （97） 26 （990）1
10 9 H8-B区 160 18 53 23 （95） 30（1490）2
11 10 H8-B区 162 22 40 20 （310） 29（2690）1
12 11 地点不明（史跡整備） 170 58 20 （240） 15（2630）1
13 12 H16-2TK21-2 包含層 156 50 22 （70） 28 （970）1
14 13A 地点不明（山本家） 153 25 55 22 （100） 21（1240）1
15 13B H17-7TE-03
Ⅲ層
128 140 20 50 22 18 （550）1
16 14A H16-2TK24-1 包含層 180 25 62 26 （126） 34（2230）1
17 14B H13-南大門 3674 （156） 60 25 16 （170）1
18 14C H13-南大門 ？904（160） 22 57 23 19 （260）1
19 15A H16-2TK20-9 包含層（166） 60 18 21 （260）1
20 15B H16-2TK21-6 包含層（180） 68 22 24 （210）1
21 16 H17-7TE-02
Ⅱ層
63 （170）（23） （58）（20） （270）1






包含層（170） 57 25 25（2230）1
24 18 H13-南大門 17642633 （175） 33 22 （25） （570）1
25 20 H16-追加3TM8-3 表土 20 （32） （180）1
27 23 H17-7TE-05
Ⅳ層
139 4 （21） （110）2
28 24 H17-1TO19-5 包含層（180） （23） （170）1






側端面調整 接続 備考周縁高 数 叩 方向
10（200） （1290） 8 縄 円弧 側：削 I 瓦当布目A
10（155） （1740） 8 縄 円弧 II 瓦当布目A
18（115） （1150） 11 縄 円弧 側：削 瓦当布目AII-101
（10）（130） （1260） 8 縄 円弧 側：削 瓦当布目A
（10）（215） （1760） 6 縄 円弧 側：削 II-98
（8）（70） （240） 側：削 I
15 330 （95） （4220） 6 縄 円弧 側：削・布目 II 瓦当布目A
9（160） （2520） 7 縄 円弧 側：削 II 瓦当布目A
（10）（130） （800） 8 縄 縦 側：削 I II-102
（25）（110） （1220） ナデ 横 側：削 I 瓦当布目B
15（210） （1600） 6×6 格子 II II-91.115
7 375 （90） （2600） ナデ 瓦当：横平瓦：縦
端：削・布目
側：削・布目
10（210） （1600） 7 縄 円弧 側：削 II
（12）（160） （1340） 6 平行 側：布目 I 瓦当：削・布目
（7）（90） （360） （9×7）格子 I
（6）（80） （160） （6×6）格子 側：布目 I
6（170） （1780） 9 縄 縦 側：削・布目 I
8 365（150） （3820） 8 縄 円弧 側：削 II
（130） （790） 8 縄 円弧 I
（20）（145） （800） 9 縄 縦 側：削・布目 瓦当布目B
（8）（155） （690） 6×8 格子 II 拓本合成
（5）（185） （730） 削 縦 側：削 II-96
（8）（290） （2500） 側：削・布目 I 瓦当布目BII-104
（22）（115） （760） 9 縄 縦 側：削・布目 I
（8）（80） （230） I II-108












上弦幅 厚さ 内区厚 内区文様 数 調整
41 209C H15-2TF10-13 包含層（115）（60）（36）鋸歯文 1
酸化
軟質 26×24
42 209B H16-2TK20-2 包含層（155）（60）（38）鋸歯文 2
凹面還
元軟質 22×20
















47 212A H8-B区 270 60 32 幾何学文 1 酸化軟質 30×31
48 212A H16-2TK21-2 表土 （220） 56 33 幾何学文 1
酸化
硬質 28×28
49 212B H16-1TN19-15 表土 （125）（48）（30）幾何学文 1
還元
硬質 18×19






025 260 35 10 幾何学文 1 堅緻 14×12
52 212E H16-2TK21-2
包含層
2 （185） 35 17 幾何学文 1
一部還
元軟質 24×25
53 213A H16-2TK21-6 包含層（195） 45 33 幾何学文 1
酸化
軟質 19×17





11 （31）（17）幾何学文 1 堅緻 14×13
56 213D H17-7TE-05 111 （80）（20）（11）幾何学文 1
還元
軟質 16×16
57 213E H8-B区Gg 270 50 23 幾何学文 1
還元
軟質 20×17





188 （37） 幾何学文 1
還元
硬質 30×27
60 216 H16-2TK20-1 包含層（130）（53）（24）偏行唐草 1
酸化
軟質 12×12
61 217 H16-2TK21-1 表土 （100）（42）（28）偏行唐草 1
還元
軟質 12×12
62 218 H16-1TK19-20 包含層（125）（33）（16）均整唐草? 1
還元
軟質 16×15
63 219 H16-1TO19-25 包含層（180） 43 （22）？ 2
還元
硬質 14×20
64 220 H8-B区Hg 上層 （155）（58）（32）均整唐草 1
酸化
軟質 19×18
65 221 H16-追加1TE7-22 包含層 （35）（15）幾何学文 1
還元
硬質 18×15
66 222 H12-国分寺（南大門南西） 3966 260 34 19 幾何学文 1
還元
硬質 （13×10）
29 201 H8-B区 267 50 30 均整唐草 7（200） （2290）1 酸化軟質 31×30 9 縄 縦 側：削・布目 I
30 201 H13-南大門 640 （80）（48）（35）均整唐草 （120） （480）1 還元軟質 21×19 9 縄 円弧 側：布目 I
31 202A H15-3TM10-16 包含層（160） 32 20 均整唐草 5 （85） （550）1
酸化
軟質 24×20 I 瓦当布目A
32 202B H16-追加2TE8-3 表土. （50）（21）均整唐草 （11）（100） （530）1
酸化
硬質 20×15 8 縄 縦 II-109
33 202C H8-B区Kg 上層 （45）（50）（22）均整唐草? （8）（60） （210）1
酸化
軟質 側：削・布目
34 203 H16-1TK19-20 包含層（150）（57）（37）偏行唐草 （9）（220） （1750）2
還元




35 204 山本家 （36）（23）偏行唐草 （8）（130） （580）1 酸化軟質 15×20 7×6 格子 II 拓本合成
36 205 H13-南大門 6371410 （160） 58 45 偏行唐草 10（100） （950）2
酸化
軟質 21×16 6 縄 縦 側：削・布目 I
37 206 地点不明（史跡整備） 260 45 33 偏行唐草 8（330） （3240）2
一部
堅緻 20×19 8 縄 円弧 側：削・布目 I 瓦当布目A
38 207 H17-7TE-02
I層
150 （120）（58）（37）偏行唐草 （12）（170） （1370）2
還元
硬質 26×25 9 縄 円弧 側：削 瓦当布目A
39 208 H17-1TSX-01 112 （110）（30）（20）均整唐草 （5）（250） （1840）1
酸化
硬質 28×29 面取り 7 縄 円弧 側：削・布目 I 瓦当布目A
40 209A H17-追加3TM9-3 表土 （135）（63）（42）鋸歯文 12（180） （2070）2
酸化
















広 狭 広 数 調整
67 H17-7TSD01 387（150） 104 26 15 （2400）
酸化
軟質 25×21 ― 縄 横ナデ
68 H17-7TE-05 （357） （99）（19） 8 （2220）
還元
硬質 31×35 横ナデ
69 H8-B区 357 190 106 20 17 2560 還元硬質 26×23



































広 狭 広 数 調整
71 H16-2TK21 349（158）（25） 19 （22）（1690）
還元
硬質 18×20
72 H17-8T （155）（126）（105）（18） 19 （710） 堅緻 36×30 削 9 縄
73 H16-1TSX04 （143）（87）（104）（16）（23） （650）
還元
硬質 （24×21）削 削
74 地点不明（国分寺蔵） 299 166 105 12 16 1880
還元
軟質 25×22 縦削 布目
75 H16-2TK-21 （58） （54）（22）（10） （430）
還元
軟質 22×20
76 H16-2TK-21 （132） （78）（18）（10） （230）
還元
軟質 25×21 縦削
77 H17-7TE-2 （162） （130） （22） （540）
還元
軟質 17×20




































広 狭 広 数 調整
79 H13-南大門 330 255 220 22 15 3410 凹面酸化硬質 21×20 10 縄 円弧
広端：布目
側：削
80 H17-追加1TM19-22 343 270 262 20 17 3250
還元
硬質 15×13 9 縄 縦
端：削
側：削・布目
81 地点不明（国分寺蔵） 370（275） 270 15 21 4510
還元
軟質 21×18 9 縄 円弧
82 H17-追加1TM19-22 （230） 285（190） 20 （25）（2670）
還元
硬質 16×17 11 縄 円弧 側：削・布目
83 H16-1TSX-01 （271）（145）（118） 22 （34）（2440）
還元
硬質 25×28 8 縄 横 II-142
84 H17-7TE-02 （155） （210） 23 （1130）
酸化
軟質 30×30 7 縄 円弧
狭端：布目
側：布目
88 H17-7TE-02 （170）（120） （20） （610）
還元
硬質 21×18 ― 格子 側：削・布目
89 H13-南大門 330（150）（40） 20 （18）（2660） 還元硬質 20×22 糸切痕 7 縄 円弧
広端：布目
側：削
90 H13-南大門 （100） （118） （11） （470） 還元軟質 22×27 6 平行
端：削
側：削









































85 H17-7T Ⅲ層329 （180） （75） 18 （810）1
還元
硬質 29×27 8 縄 縦
端：削
側凹：削
86 H16-追加5TI2-21 包含層 （305） （200）（23） 16 （1880）1
還元
硬質 14×18 7×6 格子
端：削・布目
側：削 II-153
87 H17-7TN-01 178 （252） （172）（24）（21）（1580）1
酸化


















99 H17-6TQ19-18 Ⅲ層 ヘラ ヘラケズリ




須恵器 坏蓋 128 1/12
須恵器 坏蓋 12/12
須恵器 坏蓋 1/12
須恵器 坏蓋 162 1/12


































100 H17-9T Ⅱ層121 須恵器 有台坏 140 1
還元
硬質 1/12








































土師器 無台皿 122 68 11


























103 H17-7TSD01 141 須恵器 有台坏 88 ヘラ 1
還元
硬質 3/12
104 H17-7T Ⅲ層612 須恵器 有台坏 64 ヘラ 左 1
還元
硬質 7/12
105 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 有台坏 64 ヘラ 1
還元
硬質 4/12
106 H17-5T 盛土 須恵器 無台坏 126 94 35 27.8 74.6 ヘラ 1 還元硬質 1/12
107 H17-9T Ⅳ層171 須恵器 無台坏 132 82 30 22.7 62.1 ヘラ ヘラケズリ 1
還元
硬質 1/12
108 H17-9T Ⅳ層171 須恵器 無台坏 130 1
還元
硬質 1/12












須恵器 無台坏 68 ヘラ 左 1 還元硬質 2/12





576 須恵器 有台椀 80 ヘラ 2
還元
硬質 8/12
114 H17-9T Ⅳ層190 須恵器 有台椀 60 ヘラ 1
還元
硬質 2/12





27 須恵器 皿 130 1
還元
硬質 1/12












表土 土師器 有台椀 82 ヘラ 4 酸化軟質 12/12
120 H17-8T Ⅳ層331 土師器 有台椀 60 4
酸化
軟質 9/12
121 H17-9T Ⅳ層175 須恵器 椀？ 140 1 外　過焼成 1/12 仏具？
122 H17-7TE-04
Ⅱ層
134 須恵器 多口瓶 1
還元
硬質 仏具？
123 H17-7T Ⅲ層618 須恵器 多口瓶 192 1 外　過焼成 仏具？
124 H17-7TN-03
Ⅱ層
80 須恵器 長頚瓶 2
還元
硬質
125 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 長頚瓶 118 ヘラ 左 1
還元
硬質 2/12
126 H17-6TQ19-16 表土 須恵器 長頚瓶 154 ヘラ 左 1 過焼成 2/12
127 H17-7TE-02
Ⅰ層
81 須恵器 甕 148 1
還元
硬質 1/12

















61 土師器 有台椀 50 4
酸化
軟質 7/12








































































































4 1 2 7 7 3.6
2 4 1 3 8 8 4.1
3A 4 4 2 10
3B 2 6 3 1 12 48 24.6
3 6 9 7 3 1 26
4A 3 3
4B 2 1 1 4 24 12.3




7 1 3 7 2 13
14 7.2
7B 1 1
8 1 1 1 3 3 1.5
9 1 1 3 1 6 6 3.1
10 3 1 1 5 5 2.6
11 3 2 1 6 6 3.1
12 4 1 5 5 2.6
13A 3 1 4
6 3.1



















































14B 1 1 3 1.5
14C 1 1





16 1 1 1 0.5
16? 1 1 1 0.5
17A 5 2 1 1 9
11 5.6
17B 1 1 2
18 1 1 1 0.5
19 1 1 1 0.5
20 1 1 1 0.5
21 0
22 2 1 3 3 1.5
23 1 1 1 0.5
24 1 1 1 0.5
3or4？ 1 1 1 0.5




1 1 1 0.5
15or16 1 1 1 0.5
15or17 4 1 3 8 8 4.1
不明 8 4 2 3 1 18 18 9.2





















































































4 4 1 9 9 5.1
202A 2 2 2 6
202B 1 2？ 3 11 6.3
202C 1 1 2
203 3 2 1 3 9 9 5.1
204 4 3 7 7 4
205 2 2 2 1.1
206 5 2 2 1 2 12 12 6.8
207 1 1 1 1 4 4 2.3
208 1 2 1 2 6 6 3.4
209A 1 1 1 3
209B 2 1 3 9 5.1
209C 2 1 3
210A 2 7 9 1 3 22
210B 1 1 1 3 26 14.8
210C 1 1
211 0 0 0
212A 1 1 3 5
212B 3 1 4
212C 3 1 1 1 6 22 12.5
212D 4 1 5 ［1T］＋［I2－21］ 








































































3 1 1 5
213B 1 1 2
213C 1 1 2 16 9
213D 2 2
213E 5 5
214A 2 1 1 4
8 4.5
214B 1 3 4
215A 2 5 1 8




216 1 1 22 1.1
217 2 1？ 3 3 1.7
218 1 1 1 0.6
219 1 1 1 0.6
220 1 7 1 9 9 5.1
221 1 2 3 3 1.7
222 1 1 1 0.6
不明 1 1 1 0.6









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体図 図 版 1


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1 暗褐色土層 　粘性なし　しまり強い 
 2 暗灰褐色土層 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 3 橙色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
 4 暗灰色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
①　6T　北壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅱ2 暗黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅱ3 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　盛土 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い　古代～近世遺物包含層 
 Ⅳ 灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅴ 橙色ローム 　粘性あり　しまり強い 
⑦　5T－SK4 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
④　5T－SK1 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
⑧　5T－SK5 
 1 暗褐色土層 　粘性なし　しまり強い 
 2 暗灰褐色土層 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 3 橙色土層 　粘性あり　しまりやや強い 
⑤　5T－SK2 
 1 暗褐色土 　粘性なし　しまり強い 
③　5T　南壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ2 暗灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ3 褐灰色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ4 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ5 暗黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ6 黄白色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅳ1 暗灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅳ2 灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅴ1 橙色ローム 　粘性あり　しまり強い 
 Ⅴ2 黄灰ローム 　粘性あり　しまり強い　拳大の礫を含む 
盛土 
②　6T－SX3　東壁 
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ1 黄灰褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ2 黄褐色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ3 黄灰色土 　粘性ややあり　しまり弱い 
 Ⅱ4 暗褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ5 褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い 
 Ⅱ6 灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅱ7 暗黄灰褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ 暗褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い　古代遺物包含層 
 Ⅴ 赤褐色ローム 　粘性あり　しまり強い 
盛土 

































































7T・7T-E-01・7T-E-02実測図 図 版 10
0 ⑤～⑦（1：60） 3m
根 






































 Ⅰ 黒色表土 
 Ⅲ1 暗茶褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗灰黄褐色土 　粘性ややあり　しまり強い 
⑦　7T－E－02　南壁 
 Ⅰ 黒色表土 　地表堆積腐葉土 
 Ⅲ1 暗褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ3 黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い 




 Ⅰ 黒色表土 　地表堆積腐葉土 
 Ⅲ1 暗灰色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ2 暗灰色シルト 　粘性あり　しまりやや弱い 
 Ⅲ3 暗灰褐色土 　粘性ややあり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅲ4 暗褐灰色土 　粘性あり　しまりやや強い 
 Ⅲ5 暗黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅲ6 黄褐色土 　粘性あり　しまりやや強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅳ 暗灰褐色土 　粘性あり　しまり強い　φ1～5mm大の炭化物を含む 
 Ⅴ 赤褐色ローム 　粘性あり　しまり強い 
 
遺物包含層 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































軒平瓦（9） 図 版 24

































































































































































































全景 図 版 43
整備前　全景（南西より）
整備後　全景（西より）




















図 版 48 6T・7T
SX04（西から） 6T土層断面（南から）
SX04（西から） SX04 土坑断面（東から）
SD01（7T 南から） SD01（7T-N8 北から）
SD01（7T 北から） 7T-N05断面（南から）
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報 告 書 抄 録
所収遺跡名 種　別 時期 主な遺構 主な遺物 特記事項
寺院跡
奈良～平安・
近世
建物跡1
土坑18・溝1
不明遺構3
瓦・須恵器
土師器・陶磁器
佐渡国分寺跡
佐渡国分寺跡発掘調査報告Ⅲ
伽藍周辺の調査
平成20年3月30日印刷 編集・発行　佐渡市教育委員会
平成20年3月31日発行 〒952-0005佐渡市両津湊198番地
電話　0259（27）4170
FAX 0259（27）4184
印刷・製本 株式会社セビアス
佐渡国分寺跡は佐渡島西部にあり、小佐渡北西端から国仲平野に伸びる尾根の台地上に立地する。
調査は史跡再整備計画策定に先立ち、寺の範囲を把握するために行われた。金堂北側は耕作等によ
る撹乱を受けていたが、等間隔に並ぶ柱穴列が検出された。塔東側では溝が検出されたが、層位等
から新しい時期の遺構と考えられる。これまでの調査や整備事業で約1400箱の瓦が出土した。これ
らの瓦は遺跡に隣接する経ヶ峰窯跡と小泊窯跡群の2箇所で生産されたもので、両者は文様や製作
技法の違いによって識別出来る。なお、出土資料の中には割付線の残る軒丸瓦や文様を手彫りした
軒平瓦等、瓦の製作技術を考える上で興味深いものがある。
要 約

